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令和５年度年次報告

研究課題 2課題
HRO_01 北海道内の活火山の地球物理学的・地球化学的モニタリング

HRO_02 津波による最大リスク評価手法の開発と防災対策の実証的展開



＜令和５年度の成果の概要＞
北海道内の6 火山（雌阿寒岳、十勝岳、樽前山、倶多楽、有珠山、北海道駒ヶ岳）において、地球化学的・地球物理学的モ

ニタリングを継続して行い、火山活動の変化を捉えるためのデータの蓄積を行った。いずれの火山でも火山活動の活発化を示
すような顕著な変化は観測されなかった。得られたデータについては、気象庁や大学、地元自治体と随時情報を共有し、各火
山の監視や防災対策に活用された。また、雌阿寒岳での長期間にわたる温泉・噴気観測の結果をまとめ、温泉や噴気の変化と
火山活動との関係を検討した。検討結果は今後のより効果的な火山観測体制の構築に活用する。

＜樽前山：噴気・温泉観測＞ ＜雌阿寒岳：熱水系モデルの構築＞

長期にわたる（1986年～）温泉・噴気観測の結果（上図）をまとめ、雌阿寒岳に
おける熱水系の概念モデルを構築した（Takahashi et al., 2023）（下図）。それに基
づくと、雌阿寒温泉は中マチネシリの活動を、湯の滝やオンネトーはポンマチネシ
リの活動を反映した変化を示すことが明らかとなった。
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A火口とB噴気孔群の噴気温度は2012年頃から徐々に低下する傾向が続い
ている。噴気のCO2/St比は2012年前後に増加し、それ以降は横ばいで推移し
ていたが、2022年以降はやや低下している。また、凝縮水の酸素・水素同
位体比は2012年の観測開始以降、徐々に重くなる傾向が続いているが、近
年はこの傾向が鈍化している。山麓の温泉水の化学成分濃度は観測開始以
降低下していたが、2011年頃から横ばいとなっている。

課題番号：HRO_01
北海道内の活火山の地球物理学的・地球化学的モニタリング
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津波による最大リスク評価手法の開発と防災対策の実証的展開

課題番号：HRO_02 津波による最大リスク評価手法の開発と防災対策の実証的展開

【津波による人的被害の想定のフロー】
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